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  一度凍結した水道管は漏水しやすくなっています。
頻繁に凍結する配管にはご注意をお願いします。

雪が降る前に気を付けましょう

冬期冬期のの水道管水道管のの凍結被害凍結被害がが
多発しています多発しています

　水道管は外気温が氷点下を下回ると凍結し、破裂することがあります。水道管が
破裂すると、家の中が水浸しになったり、修理に高額な費用がかかったりする場合
があります。
　また、凍結による漏水が多く発生すると、集落など広い範囲が断水になってしま
う場合もあります。

  水道管の凍結による破裂は、次の対策で被害を小さくすることができます。

 □ 水道の元栓を閉める。
 □ 宅内配管の水抜きをする。
 □ 水道管・給湯管を保温する。

　水道管の凍結被害を防ぐためには…

①長期の不在時は水道の元栓を閉めてください。
	 数日間の留守でも強い寒波で水道管が凍結し、破裂した事例もあります。

②寒波の予報に注意してください。
	 最低気温が氷点下を下回ると、水道管が凍結するおそれが
	 あります。
	 ※風のあたる場所やマイナス4度以下の気温では、
	 　特に凍結しやすいと言われています。

③住宅に不凍栓を設置してください。
	 不凍栓は止水と水抜きができるため、凍結の被害を抑える
	 ことができます。

　その他、メーターボックスの付近に目印を置く、棒を立てるなど、
積雪しても止水（通水）できるようにするのも効果的です。

安定的な水の供給にご理解とご協力をお願い申し上げます。
※上下水道の休止・使用再開・名義変更は電話でも届出ができます。

津南町役場建設課　上下水道班　TEL：025-765-3116

元栓・メーターボックスは適切な管理をお願いいたします。
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挨拶を述べる恩田議長

司会を務めた津南町出身の髙橋泉アナウンサー

　

津
南
町
は
昭
和
30
年
１
月
１
日
に
旧
６
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
は
70
周
年
を
迎
え

る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

　

11
月
３
日
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
津
南
町
町
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
御
来
賓
の
か
た
の
み
な
ら
ず
、
多

く
の
町
民
の
か
た
か
ら
も
ご
参
列
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
多
く
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
か
た

が
た
の
表
彰
や
、
70
周
年
を
記
念
し
た
映
像
の
上

映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
70
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
を
新
た
に
す
る

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

津
南
町
町
制
施
行

70
周
年
記
念
式
典

式辞を述べる桑原町長オープニングセレモニーつなん火焔太鼓の演奏

特 
集
Topic
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韓国・驪州市の曺貞娥（チョ・ジョンア）副市長 埼玉県狭山市の小谷野剛市長

合同会社森の三方よしによる事業発表

参列者全員での記念写真

長野県栄村の宮川幹雄村長

特集 津南町町制施行70周年記念式典
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特別功労者表彰および感謝状の受賞者の皆さま
左から藤島無線工業㈱様、㈱クリアーウォーター津南様、南雲誠様（大沢一彦様代理）、滝沢満春様、桑原紀夫様、桑原町長、草津進様、吉野徹様、
河田強一様、半戸敬二様、粉川正明様、山田隆一様、大島則雄様

　

長
年
、
町
政
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

か
た
に
、
特
別
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
に
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
功
労
者
表
彰

氏名（敬称略） 主な功績内容

草津　　進

平成 4 年から十日町食品衛生協会理事として食中毒の発生防止・食品による事
故防止の啓蒙活動などに尽力。
令和 6 年厚生労働大臣表彰受章。
平成 7 年 11 月から令和 5 年 11 月まで 7 期 28 年に渡り町議会議員を務め、
町議会および町政の発展に寄与。
令和 7 年旭日双光章受章。

吉野　　徹 平成 7 年 11 月から通算 30 年に渡り町議会議員を務め、町議会および町政の
発展に寄与。

河田　強一 平成 11 年 11 月から令和元年 11 月まで町議会議員を務め、町議会および町
政の発展に寄与。

涌井　政宏
昭和 63 年 1 月から町選挙管理委員会委員として、平成 12 年 1 月から平成
28 年 1 月まで同委員会委員長として、当町における公正かつ適正な選挙の推
進に尽力。
平成 17 年総務大臣感謝状、平成 19 年総務大臣表彰、平成 30 年旭日双光章受章。

半戸　敬二
平成 16 年 1 月から町選挙管理委員会委員として、平成 28 年 1 月から令和 6
年 1 月まで同委員会委員長として、当町における公正かつ適正な選挙の推進に
尽力。平成 25 年新潟県選挙管理委員表彰、平成 30 年総務大臣表彰受章。

桑原　紀夫

平成 13 年から津南郷土地改良区理事として尽力され、平成 25 年から令和 7
年まで津南郷土地改良区理事長を務め、町の農業振興に寄与。
令和 5 年旭日双光章受章。
昭和 48 年から昭和 62 年まで平成 2 年から平成 30 年まで消防団活動に尽力
され、平成 23 年から平成 31 年まで消防団副団長を務め、民生安定の向上に
寄与。

大島　則雄
昭和 47 年から消防団活動に尽力され、平成 15 年から平成 23 年まで消防団
副団長、平成 23 年から平成 30 年まで消防団長を務め、民生安定の向上に寄与。
平成 31 年瑞宝双光章受章。
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感謝状を受賞された中澤卓也様 特別功労者表彰を受賞された草津進様

感
謝
状
受
賞
者

特
別
功
労
者
表
彰

特集 津南町町制施行70周年記念式典

氏名（敬称略） 主な功績内容

滝沢　満春
昭和 53 年から平成 6 年まで、平成 11 年から令和 4 年まで消防団活動に尽力
され、平成 30 年から令和 4 年まで消防団長を務め、民生安定の向上に寄与。
令和 7 年瑞宝双光章受章。

瀧澤　一夫 昭和 53 年から消防団活動に尽力され、平成 23 年から平成 29 年まで消防団
分団長を務め、民生安定の向上に寄与。平成 31 年瑞宝双光章受章。

粉川　正明 昭和 42 年から現在に至るまで、学校薬剤師として学校保健等に関わる教育の
推進に尽力。令和元年瑞宝双光章受章。

山田　隆一 平成 15 年から現在に至るまで、人権擁護委員として人権教育・人権啓発に尽力。
令和 8 年法務大臣表彰受章。

渡邊　トシ 平成 14 年から令和元年まで、人権擁護委員として人権教育・人権啓発に尽力。
平成 28 年法務大臣表彰受章。

藤川　　透 平成 15 年 7 月から津南病院に正規職員として勤務し、平成 29 年 4 月から令
和 7 年 4 月まで副院長を務め、当町医療に寄与。

氏名（敬称略） 主な功績内容

大沢　一彦 津南町森林組合と連携し、津南町の産業振興に大きく貢献されたことによる。

中澤　卓也 津南町ふるさと大使として津南町の魅力発信に尽力されたことによる。

株式会社
クリアーウォーター

津南

複数年にわたり、町に多大なるご支援を賜り、教育環境の整備等に貢献された
ことによる。

株式会社
十日町自動車学校

複数年にわたり、町に多大なるご支援を賜り、交通関連の整備に貢献されたこ
とによる。

藤島無線工業
株式会社

複数年にわたり、町に多大なるご支援を賜り、防災関連備品の整備に貢献され
たことによる。

一般社団法人
ESTELUCIA

複数年にわたり、町に多大なるご支援を賜り、福祉関連事業の拡充に貢献され
たことによる。
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
の
ご
案
内

日
赤
協
力
金
の
お
礼
に
つ
い
て

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週

間
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」
は
国
民
の
間
に
広
く
障

害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
を
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
い
の
ち
は
等
し
く
尊
い
も
の
で

あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
お
互
い
の

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
え
る
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
る
機
会
と
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
禁
止
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
と

な
り
、
事
業
者
に
よ
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

　

国
保
川
西
診
療
所
で
開
設
し
て
い
た
「
休

日
一
次
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー
」
が
、
県
立
十

日
町
病
院
に
隣
接
の
「
十
日
町
市
医
療
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
移
設
し
ま
し
た
。

■
診
療
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
３
４
１
１

　

受
診
の
際
は
、
事
前
に
電
話
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
健
康
保
険
証
な
ど
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
が
分
か
る
も
の
や
各
種
医
療
費

受
給
者
証
、
受
診
料
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
伝
統

民
芸
の
伝
承
と
世
代

交
流
を
図
る
た
め
に

「
し
め
縄
づ
く
り
講
習

会
」
を
行
い
ま
す
。

町
内
に
お
住
い
の
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

　

日
頃
、
日
本
赤
十
字
社
の
事
業
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
「
協
力
金
」
は
10
月
末
現
在
、

　

１
，
２
３
５
，
５
４
２
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
善
意
あ
る
お
気
持
ち
は
、
災
害

救
護
活
動
、
血
液
事
業
、
医
療
活
動
な
ど
の

日
赤
事
業
で
大
切
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

休
日
救
急
一
次
診
療
セ
ン
タ
ー
の

移
設
に
つ
い
て

す
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
や
市
町
村
な
ど
の

行
政
機
関
や
会
社
・
お
店
な
ど
の
民
間
事
業

者
に
、
障
害
を
理
由
と
す
る
「
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
」
を
し
な
い
こ
と
や
、「
合
理
的

な
配
慮
の
提
供
」
を
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
会
場

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会　

２
階
大
会
議
室

■
参
加
費

　

７
０
０
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

■
材
料
等

　

ワ
ラ
・
飾
り
を
お
持
ち
の
か
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
い
か
た
は
当
日
代
金
引
換

で
販
売
し
ま
す
。（
ワ
ラ
１
束
３
０
０
円
）

■
そ
の
他

　

昼
食
・
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

■
申
込
期
限

　

12
月
８
日
㈪
ま
で
（
た
だ
し
、
定
員
15
名
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
（
津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

　

日
本
赤
十
字
社　

津
南
分
区
事
務
局

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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中
子
集
落
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
る
助
成
金
（
宝
く
じ
助
成
金
）
で
集
落

防
災
機
材
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
環

境
の
充
実
に
よ
り
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
」
と
し
て
実
施

し
て
い
る
助
成
事
業
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

令
和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 29日	 議会広報研修会
	 30日	 町村自治に関する研修会
〔11月〕
	 1日	 十日町市新市誕生20周年記念式典
	 1日	 県立津南中等教育学校
	 	 創立20周年記念式典
	 3日	 津南町町制施行70周年記念式典
	 4日	 交通事業者との懇談会（総文委員会）
	 6日	 全員協議会
	 9日	 さやま大茶会（議長）

	 11日	 令和８年度建策要望申入会
	 12日	 町村議会議長全国大会・
	 	 実行運動（議長）
	 17日	 第７回臨時会
＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会

	 25日	 一般質問通告期限
	 26日	 全議員研修会
	 28日	 建策要望回答会
〔12月〕
	 3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	 10日	 第４回定例会開会（予定）

＜津南町議会だんだんよくする懇談会＞
日　　時：11 月 22 日㈯　午前 10 時～午後３時
場　　所：大割野　まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：滝沢萌子、筒井秀樹、吉野　徹
テ ー マ：「津南町の活性化について  ほか」

毎月 22日に開催します。毎月 22日に開催します。お気軽にご参加ください。お気軽にご参加ください。
テーマに限らずお話テーマに限らずお話
いただいて結構です。いただいて結構です。

　

六
日
町
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
セ

ミ
ナ
ー
や
制
度
説
明
会
、
出
張
年
金
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
11
月
５
日
号
の
お
知
ら
せ

版
と
一
緒
に
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
、

ね
ん
き
ん
月
刊
両
面
カ
ラ
ー
刷
り
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
』
制
度

　

こ
れ
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
が
、
一
定
基
準
以
下
の
年

金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
】

（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
89
万
円
以
下
で
あ
る
。

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
か
た
】

（
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
８
０
万
円
以

下
で
あ
る

■
請
求
手
続
き

　

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
に
は
、

簡
易
な
請
求
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
日
本
年

金
機
構
よ
り
９
月
１
日
㈪
か
ら
順
次
発

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で

も
、
世
帯
構
成
等
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
な
ど
は
受
給
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
税
務
町
民
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か
ら
の

給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
早
め
に
請

求
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
に
、
②
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。
）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　前月までに100日運動カードを提出いた
だいたかたを、このコーナーでご紹介します
（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

	8300日	中村チエ子（堂平）
	4600日	大倉敏雄（小下里）
	 900日	桑原喜枝（秋成）
	 600日	板場基（割野）
	 200日	恩田朝夫（鹿渡）

主な運動：テレビ体操、水中運動、健骨体操、
　　　　  ウォーキング他

議会コーナー

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

1111
月
は
、ね
ん
き
ん
月
間
で
す

月
は
、ね
ん
き
ん
月
間
で
す
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令
和
７
年
10
月
18
日
、
津
南
町
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
〝
う
も
れ
あ
〟
が
開
館
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
た
國
學
院
大
學
名
誉

教
授
の
小こ

ば

林や
し

達た
つ

雄お

先
生
に
黙
と
う
を
奉
げ
て

か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

桑
原
町
長
か
ら
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
来
賓
の

千
葉
大
学
名
誉
教
授
の
岡お

か

本も
と

東と
う

三ぞ
う

先
生
、
新

潟
県
議
会
議
員
の
尾お

身み

孝た
か

昭あ
き

氏
、
小こ

山や
ま

大た
い

志し

氏
か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
津
南
町
・
栄
村
の
茅
葺
民
家
を

描
い
た
作
品
を
津
南
町
に
寄
贈
さ
れ
た
画
家

の
早は

や

津つ

剛つ
よ
し

氏
、
開
館
に
合
わ
せ
て
祭
り
に
使

う
傘か

さ

鉾ぼ
こ

を
展
示
し
て
下
さ
っ
た
反
里
口
集
落

に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
ご
臨
席
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
縄
文
時
代
研
究
の
第
１
人
者
で
あ
っ
た

山や
ま
の

内う
ち

清す
が

男お

氏
に
関
わ
る
資
料
を
寄
贈
い
た
だ

い
た
山
内
家
や
、
体
育
館
に
原
寸
復
元
し
た

沖
ノ
原
遺
跡
の
第
１
号
竪
穴
住
居
の
建
設
に

用
い
た
木
材
を
提
供
い
た
だ
い
た
村む

ら

山や
ま

恒つ
ね

雄お

氏
に
も
感
謝
状
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

つ
な
ん
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

 〝
う
も
れ
あ
〟開
館

　

秋
山
太
鼓
の
皆
様
か
ら
は
、
祭
り
の
開
始

を
伝
え
る
囃は

や

子し

を
演
奏
い
た
だ
き
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
一
連
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
農
と
縄
文
の
体
験
実
習

館
な
じ
ょ
も
ん
か
ら
「
勾
玉
づ
く
り
体
験
」

や
「
う
も
れ
あ
周
辺
の
自
然
を
観
察
し
よ

う
！
」、
な
ぐ
も
友
美
氏
に
よ
る
「
プ
ラ
板

で
縄
文
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
体
験
」
を

開
催
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
堂
で
は
、
な
じ
ょ
も
ん
の
縄
文
大
使

で
も
あ
る
チ
ェ
リ
ス
ト
の
斎さ

い

藤と
う

孝こ
う

太た

郎ろ
う

氏

と
Ⅴ
Ｊ
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ジ
ョ
ッ
キ
ー
）
の
生は

い

原ば
ら

雄ゆ
う

次じ

氏
に
よ
る
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｃ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
（
ジ
ョ
ー
モ

ン 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

オ
ブ 

ジ 

ア
ー
ス
）
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

縄
文
土
器
の
文
様
を
音
符
に
み
た
て
、
津

南
町
か
ら
出
土
し
た
火
焔
型
土
器
や
三
十

稲
場
式
土
器
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
曲
し
た

楽
曲
を
映
像
と
も
に
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
王
冠
型
土
器
を
モ
デ
ル
に
し
た

新
曲
も
披
露
さ
れ
、
大
勢
の
お
客
様
に
お

聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
だ
け
で
な
く
県
内
外
か

ら
の
見
学
者
が
訪
れ
、
の
べ
２
５
０
名
の

来
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

テープカットの様子

JOMON MUSIC OF THE EARTH コンサート

外装は旧中津小学校をそのまま利用

　

構
想
３
年
、
工
事
期
間
７
年
、
計
10
年

の
時
間
を
掛
け
、
議
論
を
熟
成
し
て
生
ま

れ
た
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
〝
う
も
れ
あ
〟

は
、
ど
ん
な
施
設
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

太
古
の
昔
、
苗
場
山
麓
に
生
ま
れ
育
ち
、

滅
ん
だ
人
々
の
記
憶
の
集
積
地
が
遺
跡
で

す
。
そ
の
遺
跡
は
「
埋
蔵
文
化
財
」
と
呼

ば
れ
、
法
律
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

代
文
明
は
、
土
地
を
改
変
す
る
行
為
で
新

し
い
生
き
る
糧
を
得
て
お
り
、
そ
れ
も
歴

史
の
１
ペ
ー
ジ
と
い
え
ま
す
。

　

法
律
で
は
、土
地
の
改
変
工
事
で
遺
跡（
埋

蔵
文
化
財
）
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
、「
記
録
で

保
存
す
る
」
と
い
う
意
味
で
発
掘
調
査
を

行
い
ま
す
。
そ
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

遺
物
や
記
録
し
た
図
面
、
写
真
な
ど
を
恒

久
的
に
保
存
す
る
責
任
が
、
法
律
で
自
治

体
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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第２展示室

竪穴式住居内部では、当時の暮らしに想像がふくらむ

総合展示室の立体地形模型

時期によって変化する土器の形や装飾を見比べられる

　

こ
れ
ま
で
国
営
圃
場
整
備
事
業
な
ど
の

開
発
行
為
に
伴
う
発
掘
調
査
で
保
存
し
た

出
土
遺
物
や
記
録
図
面
な
ど
を
収
蔵
保
存

す
る
こ
と
が
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

一
番
の
目
的
で
す
。

　

文
化
財
保
護
の
「
保
護
」
と
は
、「
保
存

と
活
用
」
で
す
。
こ
の
活
用
に
は
、「
教
育

的
活
用
」
と
「
観
光
的
活
用
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
役
割
を
「
展
示
」
を
通
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
展
示
室
は
、
縄
文
時
代
が
始
ま
る

草
創
期
に
焦
点
を
あ
て
、
国
重
要
文
化
財

の
本
ノ
木
遺
跡
資
料
を
一
堂
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

第
２
展
示
室
は
、
縄
文
時
代
の
中
ご
ろ
、

火
焔
型
土
器
が
作
ら
れ
た
時
期
の
土
器
群

や
土
偶
な
ど
が
重
要
文
化
財
と
と
も
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
３
展
示
室
は
縄
文
時
代
の
終
わ
り
を

告
げ
る
「
お
ば
ん
で
す
」
の
晩
期
の
部
屋

で
す
。
稲
作
の
な
い
縄
文
時
代
に
ト
チ
の

実
を
採
集
し
て
加
工
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
ト
チ
塚
の
地
層
剥
ぎ
取
り
資
料
や
、

埋
葬
に
伴
う
配
石
遺
構
（
墓
石
）
が
、
出
土

資
料
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
は
総
合
展
示
で
す
。
入
口
で
は
、

「
な
ぜ
発
掘
調
査
を
す
る
の
か
？
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
発
掘
調
査
の
意
味

と
工
程
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
苗

場
山
麓
の
地
質
や
生
態
を
展
示
し
、
広
い

造
山
運
動
エ
リ
ア
の
中
に
お
け
る
苗
場
山

麓
の
位
置
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
立
体

地
形
模
型
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳥

に
な
っ
た
気
分
で
苗
場
山
麓
を
観
察
す
る

と
、
地
球
の
息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

正
面
に
あ
る
竪
穴
住
居
は
、
沖
ノ
原
遺

跡
１
号
住
居
跡
の
図
面
か
ら
忠
実
に
柱
と

炉
の
位
置
を
割
り
出
し
、
近
代
民
俗
の
山

小
屋
か
ら
学
ん
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
、
律
令
時

代
か
ら
中
世
戦
国
時
代
の
出
土
資
料
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
〝
う
も
れ
あ
〟
は
、
秋
山
観
光
の

入
口
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
秋
山

民
俗
を
知
る
『
秋
山
記
行
』
を
ベ
ー
ス
と

し
た
民
俗
展
示
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

苗
場
山
麓
の
歴
史
は
、
約
３
万
年
前
の

旧
石
器
時
代
に
始
ま
り
、
土
器
づ
く
り
が

始
ま
る
縄
文
時
代
草
創
期
に
至
り
、
早
期
、

前
期
、
中
期
に
移
り
変
わ
り
、
火
焔
型
土

器
が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
後
期
、
晩

期
へ
と
自
然
環
境
と
と
も
に
変
化
す
る
土

器
群
を
並
べ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
「
埋
蔵
文
化
財
」
と
い
う
と
難
し
そ
う
な

感
じ
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

般
の
か
た
が
見
て
も
、「
へ
ー
」
と
驚
き
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。
言
葉
や
写
真
で
は
伝
え
き
れ
な
い

内
容
・
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
休
館
日
】

　

11
月
30
日
ま
で
は
月
曜
日

　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

　

12
月
１
日
〜
３
月
31
日
は
土
日
祝
日

　

お
よ
び
年
末
年
始

【
開
館
時
間
】

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）
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緒方 麻弥

津
南
に
新
し
い
風

津
南
に
新
し
い
風

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
～

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
～

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
10
月
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
秋
山
郷
地
区
担
当
と
し

て
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
小
島
忠
重
で
す
。
愛
知
県
の
名
古
屋
市

か
ら
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
初
め
て
津
南
町
の
こ
と
を
知
っ
た
の

は
15
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。
秋
山
郷
に
移

住
し
た
友
人
に
会
い
に
来
た
時
で
し
た
。
大

自
然
の
中
で
美
味
し
い
ご
飯
を
い
た
だ
き
、

棚
田
の
周
り
を
散
歩
し
、
温
泉
に
入
り
、
た

だ
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
だ
け
で
し
た
が
、

心
が
と
て
も
癒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
降
自
然
と
何
度
も
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
地

域
の
か
た
が
た
と
の
交
流
の
機
会
に
も
恵
ま

れ
、
そ
の
人
柄
や
温
か
さ
に
も
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
私
に
と
っ
て
秋
山

郷
は
、
不
思
議
と
ほ
っ
と
出
来
る
よ
う
な
場

所
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

点
々
と
し
な
が
ら
、
悶
々
と
し
た
日
々
を
何

年
も
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分
に
嫌

気
が
さ
し
、
自
分
を
変
え
な
く
て
は
と
思
い
、

24
歳
の
時
に
１
年
間
ス
ペ
イ
ン
に
留
学
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
旅
を
す
る

よ
う
に
色
々
な
場
所
で
自
由
気
ま
ま
に
生
き

て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
11
月
に
イ
ン

秋山郷地区担当秋山郷地区担当

Pro f i l e
生年月日：1982 年生まれ
出 身 地：愛知県名古屋市

小島忠重
こじま ただしげ

ド
を
訪
れ
た
時
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
約
２
年
間
イ
ン
ド
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
期
間
は
、

私
に
と
っ
て
本
当
に
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
や
り
た
い
こ
と
も
無
か
っ
た

私
は
な
ん
と
な
く
、
帰
っ
た
ら
不
自
由
な
人

や
困
っ
て
い
る
人
を
手
助
け
し
て
い
け
る
よ

う
な
仕
事
を
し
て
み
よ
う
、
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
帰
国
後
は
、
地
元
名
古
屋
で
介
護
職

や
障
が
い
者
支
援
な
ど
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
仕
事
か
ら
も
色
々
な
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
名
古

屋
で
の
生
活
に
も
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い

た
時
に
、
友
人
か
ら
協
力
隊
の
募
集
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
色
々
な

思
い
出
を
く
れ
た
場
所
で
、
そ
こ
に
住
む
み

な
さ
ま
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
は

お
返
し
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
応
募
す

る
こ
と
を
決
め
、
今
に
至
り
ま
す
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
秋
山
郷
の
自
然
と
、
そ
の

中
で
暮
ら
す
人
々
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
域
に
馴
染
み
、
助
け
に
な
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

〜
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜

津
南
町
の
皆
さ
ま
へ

　

こ
の
た
び
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
任
期
を
1
年
半
近
く
で
終
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。任
期
中
は「
継
業
エ
リ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
立
場
で
、町
の
事
業
承

継（
継
業
）支
援
に
携
わ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。町
が
導
入
し
た
継
業
バ
ン
ク
制
度
を

軸
と
し
な
が
ら
、地
域
の
中
で
、〝
誰
が
こ
れ

か
ら
を
つ
な
い
で
い
く
か
〟と
い
う
課
題
を
、

日
々
実
感
し
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
1
年
、商
店
や
工
房
、飲
食
店
、農

家
な
ど
多
様
な
事
業
者
の
か
た
が
た
を
訪

ね
、世
間
話
の
中
か
ら
悩
み
を
う
か
が
い
、

「
い
つ
か
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
も
し

れ
な
い
」「
家
業
を
ど
う
次
代
に
つ
な
げ
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
声
を
多

数
聞
き
ま
し
た
。相
談
と
い
う
形
に
は
至

ら
な
い
段
階
で
、す
で
に
あ
き
ら
め
を
感

じ
て
い
る
か
た
も
多
く
、情
報
の〝
届
か
な

い
層
〟を
い
か
に
掬
い
上
げ
る
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、継
業
バ
ン
ク
制
度
や
相
談
窓
口

の
認
知
度
は
少
し
ず
つ
高
ま
り
、初
の
継

業
実
例
も
生
ま
れ
ま
し
た（
地
元
食
堂「
味

郷
」の
承
継
）。し
か
し
、そ
こ
に
至
る
ま
で
に

は
、相
談
が
来
る
ま
で
何
年
も
時
間
が
か

か
っ
た
り
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
廃
業
す

る
事
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。制
度
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
、相
談
者
と
つ
な
が
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
こ
と
、そ
し
て「
こ
の
町
で

続
け
た
い
」と
い
う
か
た
の
気
持
ち
を
支

え
る
仕
組
み
を
育
て
て
い
く
こ
と

―
こ

れ
が
、こ
れ
か
ら
の
大
切
な
道
の
り
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

退
任
後
も
、町
で
育
て
た
関
係
や
思
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、後
任
の
古
池
さ
ん

が
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
承
継
支
援
に
取
り

組
め
る
よ
う
、で
き
る
限
り
協
力
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
町
の

〝
時
間
を
つ
な
ぐ
〟挑
戦
は
、ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。町
内
の
皆
さ
ま
、ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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ば
れ
、
普
段
目
に
す
る
品
種
は
ほ
と
ん
ど
が

西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
で
す
。
ペ
ポ
か
ぼ
ち
ゃ
に
は

金
糸
瓜
と
ズ
ッ
キ
ー
ニ
が
属
し

ま
す
。
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
き
ゅ
う

り
に
似
て
い
ま
す
が
か
ぼ
ち
ゃ

の
仲
間
で
、
小
さ
な
か
ぼ
ち
ゃ

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

からのお便り

けい
ぎょう

　

今
年
10
月
か
ら

津
南
町
で
継
業
の

支
援
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
古
池
（
こ
い
け
）

と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
15
年
間
ほ
ど
東
京
で
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
に
携
わ
り
、
取
材
で
全
国
を

回
っ
て
き
ま
し
た
。
各
地
で
た
く
さ
ん
の
素
敵

な
お
店
や
職
人
さ
ん
、
地
域
に
根
ざ
し
た
仕

事
に
出
会
う
一
方
で
、「
後
を
継
ぐ
人
が
い
な

い
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
長
年
続
い
て
き
た

お
店
や
技
術
が
途
絶
え
て
し
ま
う
場
面
に
も

何
度
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
「
地

域
の
担
い
手
不
足
」
と
い
う
課
題
を
痛
感
し
、

自
分
の
仕
事
を
通
じ
て
も
っ
と
直
接
的
に
関

わ
り
た
い
、
地
域
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
思
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
家
族
と

一
緒
に
津
南
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
と
四
季
の
う
つ
ろ
い
、
人
の
あ
た
た
か
さ
が

新
た
に
継
業
エ
リ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
！

あ
ふ
れ
る
こ
の
町
で
暮
ら
し
始
め
て
、
日
々
の

穏
や
か
さ
や
人
と
の
距
離
の
近
さ
に
、
都
会

で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
安
心
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

「
継
業
」
と
は
、
単
に
お
店
や
会
社
を
引
き

継
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
歴

史
や
想
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
未
来
へ
と
バ

ト
ン
リ
レ
ー
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
津
南
町
に
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
地
域

を
支
え
て
こ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
事
業
者
の

か
た
が
た
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
し
た
か
た
が
た
の
思
い
を
丁
寧
に
伺
い

な
が
ら
、
新
し
い
担
い
手
を
見
つ
け
、
次
の
時

代
へ
つ
な
い
で
い
く
―
。
そ
れ
が
こ
の
仕
事
の

い
ち
ば
ん
の
や
り
が
い
で
す
。

　

普
段
は
「
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

だ
ん
だ
ん
」
に
お
り
ま
す
。
町
内
の
お
店
や
事

業
者
さ
ん
を
訪
ね
て
回
る
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
町
中
で
見
か
け
た
と
き
は
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
町
の

み
な
さ
ん
と
お
会
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

伺
い
な
が
ら
、
津
南
町
の
未
来
を
一
緒
に
育
て

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

津
南
町
下
船
渡
戊
4
4
5
‐
3

　

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
だ
ん
だ
ん
内

　

継
業
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

古
池
健
二
郎

　

℡
0
7
0
‐
9
2
4
5
‐
9
7
5
4

農
業
の

知
識

豆

　

冬
至
が
近
づ
く
と
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
か

ぼ
ち
ゃ
が
並
び
、「
冬
至
に
は
か
ぼ
ち
ゃ
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、「
夏

野
菜
」
で
あ
る
か
ぼ
ち
ゃ
を
冬
至
に
食
べ
る

の
か
、
そ
の
理
由
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

●
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
理
由

　

か
ぼ
ち
ゃ
は
夏
が
旬
の
野
菜
で
す
が 

、
保

存
技
術
が
発
達
し
て
い
な
い
昔
、
旬
以
外
で

も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ぼ
ち
ゃ
は
貴
重
な

緑
黄
色
野
菜
で
し
た
。
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

寒
い
時
期
に
栄
養
を
つ
け
、
健
康
に
過
ご
す

と
い
う
願
い
か
ら
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る

習
慣
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
ゆ
ず
の

黄
色
は
魔
除
け
の
色
で
あ

り
、
無
病
息
災
を
祈
る
意

味
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

●
か
ぼ
ち
ゃ
の
種
類

　

か
ぼ
ち
ゃ
は
「
な
ん
き
ん
」
と
も
呼
ば
れ
、

日
本
か
ぼ
ち
ゃ
、
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
、
ペ
ポ
か

ぼ
ち
ゃ
の
３
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
か

ぼ
ち
ゃ
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
外
観
で
甘
さ
控
え

め
、
煮
崩
れ
し
に
く
い
の
で
煮
物
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
は
甘
く
て
ほ
く

ほ
く
と
し
た
食
感
か
ら
栗
か
ぼ
ち
ゃ
と
も
呼

●
冬
至
に
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
よ
う

　

今
年
の
冬
至
は
12
月
22
日
で
す
。か
ぼ
ち
ゃ

と
い
う
と
最
近
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

も
強
い
で
す
が
、「
冬
至
に
は
か
ぼ
ち
ゃ
」
も

大
切
に
し
た
い
習
慣
で
す
。
現
代
は
季
節
を

問
わ
ず
野
菜
が
買
え
ま
す
が
、
貴
重
な
か
ぼ

ち
ゃ
を
食
べ
て
健
康
を
願
っ
た
昔
の
人
に
思

い
を
馳
せ
、
今
年
の
冬
至
は
お
い
し
く
て
栄

養
価
の
高
い
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
て
、
寒
い
冬

を
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
か
ぼ
ち
ゃ
と
小
豆
の「
い
と
こ
煮
」

　

健
康
を
願
っ
て
食
べ
る
冬
至
の
か
ぼ
ち
ゃ
。

煮
物
の
他
に
も
、
か
ぼ
ち
ゃ
と
小
豆
を
一
緒

に
炊
い
た
「
い
と
こ
煮
」
も
よ
く
食
べ
ら
れ

る
料
理
の
一
つ
で
す
。
赤
い
色
で
邪
気
を
払

う
と
さ
れ
る
小
豆
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
組
み
合
わ

せ
は
、
ま
さ
に
冬
至
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
い

と
こ
煮
の
名
の
由
来
は
、
火
が
通
り
に
く
い

小
豆
が
煮
え
た
ら
か
ぼ

ち
ゃ
を
入
れ
、「
お
い
お

い
（
甥
甥
）
煮
る
」
と
い

う
意
味
で
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

冬
至
の
か
ぼ
ち
ゃ
で
風
邪
知
ら
ず

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115
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７
月
19
日
㈯
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
た
大

地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻

有 

２
０
２
５ 
夏
秋
」
が
11
月
９
日
㈰
に
閉

幕
し
ま
し
た
。
３
年
に
１
度
の
祭
典
「
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
以
外
の
年
に
も
、

芸
術
祭
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
通

年
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、
作
品
を
公
開

す
る
と
と
も
に
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

年
が
明
け
る
と
、
次
は
冬
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
比
べ

る
と
、
展
示
作
品
数
は
減
少
し
ま
す
が
、
雪

を
使
っ
た
子
供
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
、

雪
見
御
膳
と
い
う
雪
国
の
知
恵
と
文
化
が
詰

ま
っ
た
越
冬
料
理
が
、
越
後
妻
有
の
色
ん
な

地
域
で
楽
し
め
ま
す
。
詳
細
は
左
記
、
大
地

の
芸
術
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
冬
の
大
地
の
芸
術
祭
も
お
楽
し
み
に
。

　

今
年
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、

目
玉
と
も
い
え
る
の
が
「
越
後
妻
有 

か
ぷ

か
ぷ
楽
団
」
で
す
。「
越
後
妻
有 

か
ぷ
か
ぷ

楽
団
」
は
、
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
農
具
や
民

具
を
素
材
に
手
作
り

し
た
楽
器
を
奏
で
る

楽
団
で
す
。

　

本
公
演
に
向
け
て
、

春
か
ら
練
習
に
励
み
、

夏
に
入
る
と
津
南
ま
つ

り
や
軽
ト
ラ
市
な
ど

の
、
津
南
各
地
で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
ま
し
た
。

▼
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
冬
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
越
後
妻
有 

か
ぷ
か
ぷ
楽
団

　

２
０
２
５ 

農
具
た
ち
の
祝
祭

２
０
２
５
年
振
り
返
り

　

９
月
７
日
㈰
の
公
演
当
日
は
、
１
６
０
名

以
上
も
の
お
客
さ
ん
で
、
会
場
は
満
席
と
な

り
ま
し
た
。
出
演
者
も
最
初
は
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
し
た
が
、練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

お
客
さ
ん
と
一
体
に
な
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
回
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
み
な

さ
ま
も
、
ま
た

出
会
え
る
機
会

が
き
っ
と
あ
り

ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
「
越

後
妻
有 

か
ぷ
か

ぷ
楽
団
」
の
活

躍
を
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

大地の芸術祭
ホームページ

大地の芸術祭通年プログラム「越後妻有 2025 夏秋」閉幕‼

　

令
和
７
年
10
月
11
日
㈯
に
津
南
町
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
公
開
収
録
さ
れ
た
「
民

謡
を
た
ず
ね
て
」
の
F
M
ラ
ジ
オ
の
放

送
日
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
日　

時　

・
１
本
目

　

12
月
２
日
㈫

　

午
前
11
時
25
分
～
11
時
50
分

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｆ
Ｍ

・
２
本
目

　

12
月
９
日
㈫

　

午
前
11
時
25
分
～
11
時
50
分

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｆ
Ｍ

・
３
本
目

　

12
月
16
日
㈫

　

午
前
11
時
25
分
～
11
時
50
分

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｆ
Ｍ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局　

　

℡
０
２
５
‐
２
３
０
‐
１
６
１
６

　

津
南
町
役
場
総
務
課　

企
画
財
政
班　

　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

津
南
町
町
制
70
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ  「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

　
　
公
開
収
録
の
放
送
日
が
決
定
し
ま
し
た
！

　
　
公
開
収
録
の
放
送
日
が
決
定
し
ま
し
た
！

収録の様子
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　 特
とく

別
べつ

養
よう

子
し

縁
えん

組
ぐみ

制度で幸せな親子を増やした
い、理解を深める一冊です。４さいの男の子
ヒカルくんにはお父さん、お母さん、そして「生
みのお母さん」がいます。ヒカルくんが親にね
だる「大好きなお話」は、「生みのお母さん」
から今のお父さんお母さんに引き継がれた時の
事。紡がれるわたしたちの家族のかたち。

　

そ
ろ
そ
ろ
こ
た
つ
が
恋
し
い
季
節
と

な
り
、公
民
館
で
も
暖
房
が
活
躍
し
は

じ
め
ま
し
た
。こ
の
広
報
紙
が
皆
様
の

手
元
に
渡
る
頃
に
は
い
よ
い
よ
津
南
で

初
雪
が
降
り
、冬
本
番
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

寒
さ
に
負
け
ず
、皆
様
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。公
民
館
図
書
室

は
い
つ
で
も
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
ひ
ま
わ
り
号
は

　
　

冬
の
雪
に
も
負
け
ま
せ
ん
！
・
・
・

　

今
月
か
ら「
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り

号
」は
冬
タ
イ
ヤ
で
す
。た
と
え
雪
が
た

く
さ
ん
積
も
っ
て
も
、し
っ
か
り
と
本

を
届
け
に
行
き
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
担
当
風
巻
も
真
っ
白
に
包
ま
れ

た
雪
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、皆
様
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。ひ
ま
わ
り
号
冬
の
部
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。山
道
で
野

生
の
動
物
に
会
え
る
の
も
密
か
な
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
号
は
、毎
月
町
内
の
福
祉

施
設
や
保
育
園
、小
学
校
等
の
27
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の
で
皆
様
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
返
却
本
棚
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
・・・

　

図
書
室
に
入
っ
て
す
ぐ
の
返
却
本
棚

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
の
に
気
付
き
ま

し
た
か
？
新
刊
の
棚
を
も
っ
と
手
前
に

持
っ
て
き
て
目
に
入
り
や
す
く
し
た
り
、

見
出
し
や
区
分
け
を
分
か
り
や
す
く

し
ま
し
た
。最
近
流
行
り
の
本
は
何
か

な
？
他
の
人
は
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い

る
の
か
な
？

ぜ
ひ
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ

さ
い
！

・
・
・
本
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
　
　
　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
・
・
・

　

誤
っ
て
本
の
ペ
ー
ジ
等
を
破
っ
て
し

ま
っ
た
読
者
の
皆
様
へ
お
願
い
で
す
。

破
れ
た
ペ
ー
ジ
を
な
く
さ
ず
に
本
と
一

緒
に
返
却
し
て
も
ら
い
、破
け
た
こ
と

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。中
に
は
あ
り
が

た
い
こ
と
に
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
等
で
直

し
て
返
却
し
て
く
だ
さ
る
か
た
も
い

ま
す
が
、本
の
性
質
上
そ
の
直
し
方
だ

と
劣
化
し
て
し
ま
う
の
で
、破
け
た
ま

ま
ご
返
却
く
だ
さ
い
。職
員
が
責
任
を

持
っ
て
、本
を
直
す
専
用
の
テ
ー
プ
で

直
し
ま
す
の
で
、ご
心
配
な
さ
ら
ず
、お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

・
・
・
来
月
の
掲
示
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

　

12
月
と
い
う
こ
と
で
お
馴
染
み
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
本
や
冬
、雪
に
関
す
る
本

を
多
く
掲
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ハ

ロ
ウ
ィ
ン
同
様
ク
リ

ス
マ
ス
の
絵
本
も
こ

の
時
期
に
な
る
と
と

て
も
人
気
で
す
。先

着
順
と
な
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

・・年
末
年
始
の
休
館
に
伴
う
お
知
ら
せ・・

　

12
月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

年
末
に
貸
し
出
し
た
本
は
返
却
期
限
日

を
休
み
明
け
の
１
月
４
日
㈰
に
延
長
し

て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
本
の
お

取
寄
せ（
相
互
貸
借
）は
他
の
図
書
館
の

年
末
年
始
の
休
館
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、

返
却
期
限
が
短
く
な
る
、年
明
け
に
お

取
寄
せ
す
る
等
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日　

  

　

11
月
25
日
㈫

　

12
月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯

まってたんだよ　ヒカル
つちだ　よしはる

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『スマホ世代の睡眠の教科書』…………………… 旬報社
●『あなたの実家、どうする？』…………… WAVE出版
●『総理にされた男２』… ……………………………… 中

なか

山
やま

 七
しち

里
り

●『フルハウス』…………………………………………………… 堂
どう

場
じょう

 瞬
しゅん

一
いち

【子どもの本】 
●『みんなの相棒！生成AI』………………フレーベル館
●『脳の学校』… ………………………………… ニュートンプレス
●『双子のピアノ』… ……………………………………………… アリス館
●『ねこがしんぱい』… ……………………………………… 角

かく

田
た

 光
みつ

代
よ

●『とろとろおばけ』… …………………………… たなか ひかる
●『きれてる』… …………………………………………… 鈴木 のりたけ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

11月 −霜
し も

月
つ き

−

11月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

気き

に
入い

っ
た
ペ
ン
が
な
い
わ
と
理り

由ゆ
う

づ
け

便び
ん

箋せ
ん

を
閉と

じ
明あ

日す

へ
と
送お
く

る	

板
場
麻
実

吊つ
り

橋ば
し

の
半は
ん

分ぶ
ん

来く

れ
ば
横よ
こ

揺ゆ

れ
は

振ふ

り
子こ

の
如ご
と

く
身か
ら

体だ

に
ひ
び
く

	

（
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
）　

江
村
美
智
代

空そ
ら

高た
か

く
日ひ

が
短み
じ
か

く
ほ
っ
と
す
る

穏お
だ

や
か
な
日ひ

は
少す
く

な
く
な
り
ぬ	
小
島
香
代
子

勝か

ち
た
い
と
運う
ん

動ど
う

会か
い

の
徒と

競き
ょ
う

走そ
う

成せ
い

果か

発は
っ

揮き

も
悔く
や

し
い
二に

番ば
ん

	

（
風
菜
九
歳
）　

江
村
大
輔

腰こ
し

ふ
た
つ
に
折お

り
て
草く
さ

む
し
る
畑は
た

の
中な
か

追お

い
つ
か
ぬ
草く
さ

に
飽あ

き
飽あ

き
と
し
て	

津
端
恵
子

霜し
も

月つ
き

は
さ
み
し
き
月つ
き

な
り
悲か
な

し
み
を　
　

報し
ら

せ
る
葉は

書が
き

つ
ぎ
つ
ぎ
届と
ど

い
て	

貝
澤
圭
子

ひ
と
月つ
き

余よ

の
入に
ゅ
う

院い
ん

を
経へ

て
戻も
ど

る
義ち

父ち

の

部へ

屋や

を
掃そ
う

除じ

し
カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る

	

恩
田
久
美
子

熱あ
つ

き
米こ
め

に
塩し
お

と
麹こ
う
じ

を
混ま

ぜ
込こ

め
れ
ば

き
ら
き
ら
と
光ひ
か

り
甘あ
ま

き
香か

立た

て
り　
　
　

	

（
二
五
八
作
り
）　

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

緑り
ょ
く

陰い
ん

に
君き
み

は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
硬か
た

さ

寝し
ん

台だ
い

に
身み

を
起お

こ
し
食く

ふ
衣き
ぬ

被か
づ
き

	

房　

良

休き
ゅ
う

耕こ
う

田だ

の
ん
び
り
揺ゆ

れ
る
赤あ
か

ま
ん
ま

散さ
ん

歩ぽ

道み
ち

い
つ
の
間ま

に
や
ら
刈か
り

田た

道み
ち

	

壽　

子

巻け
ん

雲う
ん

の
交こ
う

差さ

も
あ
り
ぬ
天て
ん

高た
か

し

南か
ぼ

瓜ち
ゃ

切き

る
刃は

の
た
た
ざ
れ
ば
鋸
の
こ
ぎ
り

で

	

緑　

た
こ
焼や
き

き
屋や

美み

事ご
と

な
茶ち
ゃ

髪ぱ
つ

村む
ら

祭ま
つ

り

津つ

南な
ん

駅え
き

三さ
ん

人に
ん

降お

り
て
秋あ
き

の
暮く
れ

	

守　

人

ひ
ぐ
ら
し
や
思お
も

い
出で

多お
お

き
古ふ
る

里さ
と

よ

赤あ
か

ト
ン
ボ
晴は
れ

し
美み

空そ
ら

を
連つ

れ
て
く
る

	

渡　

舟

ひ
と
住す

ま
ぬ
家い
え

の
壁か
べ

這は

ふう

蔦つ
た

紅あ
か

し

畦あ
ぜ

道み
ち

ゆ
く
と
き
つ
い
窓ま
ど

を
見み

る	

小
野
寺
恒
代

雨あ
ま

傘が
さ

に
降ふ

る
音お
と

聞き

き
つ
つ
薔ば

薇ら

の
花は
な

の

蕾つ
ぼ
み

を
数か
ぞ

え
る
と
き
め
き
の
朝あ
さ	

高
橋
春
枝

生い

き
て
な
ほお

高こ
う

齢れ
い

と
な
る
歳さ
い

月げ
つ

の

最さ
い

後ご

の
会か
い

は
「
米べ
い

寿じ
ゅ

」
に
結む
す

び　
　
　

	

（
同
級
会
の
ニ
ュ
ー
グ
リ
ン
ピ
ア
）　

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大お
お

き
め
の
栗く
り

南か
ぼ

瓜ち
ゃ

六
個こ

食た

べ
終お

へ
て

夏な
つ

バ
テ
防ぼ
う

止し

の
薬く
す
り

と
な
り
ぬ	

中
村
武
子

雨あ
め

降ふ

り
て
畑は
た
け

仕し

事ご
と

を
切き

り
上あ

げ
て

久ひ
さ

し
振ぶ

り
観み

る
「
民み
ん

謡よ
う

魂
た
ま
し
ひ

」	

島
田
眞
之
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虐
待
と
は

D
V
と
は

体
罰
と
は

毎
年
11
月
は

児
童
虐
待
防
止

　  

　 

推
進
月
間

毎
年
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
は

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

　

全
国
的
に
、児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対

応
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、子
ど
も
の
生

命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
が
後
を

絶
た
ず
、児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
で
は
、女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防

と
根
絶
に
向
け
て
、毎
年
11
月
12
日
か
ら
11

月
25
日
を
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動

期
間
と
し
、対
策
を
広

く
周
知
し
て
い
ま
す
。

⑴
身
体
的
虐
待（
殴
る
、け
る
、叩
く
、戸
外
へ
閉
め

出
す
な
ど
）

⑵
心
理
的
虐
待（
大
声
で
怒
鳴
り
つ
け
る
、無
視
す

る
、子
ど
も
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
言
う
、子
ど
も
の

前
で
配
偶
者
な
ど
に
暴
力
を
振
る
う
な
ど
）

⑶
ネ
グ
レ
ク
ト（
食
事
を
与
え
な
い
、病
気
や
け
が

を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、ひ
ど
く
不
衛

生
な
ま
ま
に
す
る
な
ど
）

⑷
性
的
虐
待（
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、性
的
行
為

を
見
せ
る
、ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

な
ど
）

　

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は
、

夫
婦
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
へ

の
暴
力
で
、身
体
的
、経
済
的
、心
理
的
な
力

で
相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
関
係

性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

⑴
体
を
傷
つ
け
る
暴
力（
殴
る
、蹴
る
、物
を
投
げ

つ
け
る
な
ど
）

⑵
心
を
傷
つ
け
る
暴
力（
怒
鳴
る
、無
視
す
る
、大

切
に
し
て
い
る
物
を
壊
す
な
ど
）

　

体
罰
は
、子
ど
も
の
身
体
に
苦
痛
を
引
き
起

こ
し
、子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
で
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
を
思
っ
て
の
対
応
が
時
に
は

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、「
聞
き
分
け
が
無
い
か
ら

頭
を
叩
い
た
」と
い
う
よ

う
な 

体
罰
に
進
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
を
使
わ
な
い

②
子
ど
も
が
親
に
恐
怖
を
持
つ
と
S
O
S
を

伝
え
ら
れ
な
い

③
爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

④
親
自
身
が
S
O
S
を
出
そ
う

⑤
子
供
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て
考
え
、

育
ち
を
応
援

～
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
～

虐
待
は
自
分
に
は
関
係
な
い
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

し
つ
け
で
行
う「
体
罰
」も
虐
待
に
？

こ
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

令
和
７
年
度「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン・
児
童

虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」標
語

「
知
ら
せ
よ
う 

あ
な
た
が

　
　
　
　
あ
の
子
の
声
に
な
る
」

◎
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９（
通
話
料
無
料
）

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
時
な
ど
に
、す
ぐ
に
児

童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で
き
る
全
国
共

◎
D
V
相
談
ナ
ビ

　

＃
８
０
０
８（
通
話
料
は
利
用
者
負
担
）

　

最
寄
り
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
D
V
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）

　

メ
ー
ル
は
24
時
間
、チ
ャ
ッ
ト
は
午
後
12

時
～
22
時
で
対
応
し
ま
す
。内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　
「
D
V
相
談
に
つ
い
て
」を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
、D
V
な
ど
に
関
す
る
相
談
は

町
福
祉
保
健
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

通
の
電
話
番
号
で
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。通
告
・
相
談
は
匿
名
で
も
で
き

ま
す
。

◎
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０‐１
８
９‐７
８
３（
通
話
料
無
料
）

　

虐
待
の
相
談
以
外
に
も
子
ど
も
の
福
祉
に

関
す
る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⑶
お
金
に
関
す
る
暴
力（
働
く
こ
と
を
許
さ
な
い
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
）

⑷
性
に
関
す
る
暴
力（
性
行
為
を
強
要
す
る
、避

妊
に
協
力
し
な
い
な
ど
）

⑸
社
会
的
な
暴
力（
電
話
や
メ
ー
ル
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
、外
出
や
付
き
合
い
を
制
限
す
る

な
ど
）

　

D
V
の
多
く
は
家
庭
内
で
行
わ
れ
る
た
め

周
囲
か
ら
気
づ
か
れ
に
く
く
、被
害
者
は
自
分

が
当
事
者
だ
と
い
う
自
覚
が
な
い
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
前
で
の
D
V
は「
面
前
D
V
」と

言
わ
れ
、児
童
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

今月は
星名由紀子
保健師
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長
野
県
立
美
術
館
で

　
　
　
　

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
令
和
7

年
12
月
6
日
㈯
～
15
日
㈪
の
間
（
12
月
10
日

㈬
休
館
日
）、
長
野
県
立
美
術
館
に
お
い
て
、

【
雪
の
ふ
る
さ
と
、
心
の
ふ
る
さ
と
・
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
10
年
の
歩
み
】
と
題
し
、

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
原
風
景
が

残
る
秋
山
郷
を
中
心
に
苗
場
山
麓
の
自
然
環

境
や
文
化
な
ど
こ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
を

P
R
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

第 1 回フォトコンテスト最優秀賞

第 10 回フォトコンテスト最優秀賞

■
展
示
内
容

①
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
10
年
の
歩
み

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

②
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
歴
代
最
優
秀
作
品
の
展
示

③
苗
場
山
登
頂
4
0
0
回
以
上
を
超
え
、

そ
の
風
景
を
撮
影
し
続
け
た
飯
塚
英
春

氏
に
よ
る
写
真
作
品

④
早
津
剛
氏
に
よ
る
苗
場
山
麓
の
原
風
景

で
あ
る
茅
葺
民
家
の
絵
画
作
品

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
冬

の
イ
ベ
ン
ト
！「
ク
リ
ス
マ
ス
」Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
を
準
備

し
て
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。パ
ー
テ
ィ
ー
の

詳
細
は
小
学
校
・
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
お
配
り
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
20
日
㈯　

午
前
９
時
半
～
11
時
半
頃　
　
　

■
場
所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

■
対
象　

小
学
生
・
保
育
園
児
・　
　
　

　
　
　
　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

年
末
に
向
け
て
、お
楽
し
み
会
や
慰
労
会

を
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
行
い
ま
せ
ん
か
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
、少
人
数
で
も
団

体
利
用
で
も
、温
泉
や
プ
ー
ル
の
他
、ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、ま
た
全

面
人
工
芝
の
体
育
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。子
ど
も
会
で
体
を
思
い
っ
き
り
使
っ

て
遊
び
た
い
、ま
た
老
人
会
で
温
泉
や
サ
ウ

ナ
で
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぎ
た
い
等
、プ
ラ
ン
に

応
じ
た
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。た
く

さ
ん
の
施
設
を
兼
ね
備
え
た
ク
ア
ハ
ウ
ス
津

南
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
と
っ
て
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
T
a
p

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
ご
案
内

  【
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
】

子
ど
も
会
や
老
人
会
、地
域
の
お
仲
間
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。大浴場・サウナ大浴場・サウナ

ありますあります
（水着着用）（水着着用）

家族や仲間で家族や仲間で
体育館へ！体育館へ！

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

総
合
セ
ン
タ
ー
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

　
【
営
業
時
間
】

　

月
～
土
曜
日　

午
後
２
時
～
８
時
30
分

　
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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〇秋季企画展 「早津剛展－苗場山麓・秋山郷の民家－」
　会　期：9月6日㈯～ 11月30日㈰
　入場料：300円、中学生以下無料
　全国の茅葺民家を描き続ける早津剛氏が描いた、津南町・栄村に

かつて立ち並んでいた茅葺民家の絵画を展示します。描かれた当時

の風景をご覧ください。

〇「注連縄（しめなわ）づくり～輪じめ～」体験
　日　時：12月7日㈰　午前10時～ 12時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　基本の縄ないを学び、細い注連縄を作る初心者向けの体験です。

〇「手漉き和紙の年賀状」 体験
　日　時：12月13日㈯・20日㈯　午前10時～ 12時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　なじょもんで育てた和紙の原料のコウゾを使って年賀状を作ります。

〇「そば打ち」体験
　日　時：12月14日㈰　午前10時～ 12時
　体験料：1,500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　津南産のそば粉にフノリとヤマゴボウをつなぎに使った地域伝統の

そば打ち体験です。

〇「注連縄（しめなわ）づくり～大黒じめ～」体験
　日　時：12月21日㈰　午後1時～ 4時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学5年生～大人
　中にワラの詰め物をしながら太い注連縄を作る中級者向けの体験です。

展示の様子

輪じめ

手漉き和紙の年賀状

そば打ち

大黒じめ

12 月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈯ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

7日㈰ 10:00～12:00 注連縄づくり～輪じめ～ 1,000 低学年以上

13日㈯ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

14日㈰ 10:00～12:00 そば打ち 1,500 中学年以上

20日㈯ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

21日㈰ 13:00～16:00 注連縄づくり～大黒じめ～ 1,000 高学年以上

N
ajom

on Inform
ation
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w
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■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
11
月
3
日
に
行
わ
れ
た
町
制
施
行

70
周
年
記
念
式
典
の
様
子
で
す
。桑
原
町
長
は
式
辞

の
な
か
で「
将
来
世
代
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

鍋
料
理
が
お
い
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。食

べ
る
た
び
に
、鍋
料
理
の
奥
深
さ
に
感
嘆
し

ま
す
。ど
ん
な
具
材
を
入
れ
て
も
、ど
ん
な
味

付
け
に
し
て
も
、一
人
で
も
大
人
数
で
も
楽

し
め
て
、誰
で
も
作
れ
て
、栄
養
も
し
っ
か
り

取
れ
る
。毎
日
鍋
料
理
で
も
飽
き
な
い
気
が

し
ま
す
。皆
さ
ん
も
、思
い
思
い
の
鍋
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。	

樋
口

■人口8,279（−４）　男4,026（−１）　女4,253（−３）

■世帯数3,400（＋６）　■転入／ 15　■転出／９　■出生／０　■死亡／ 10　■婚姻／１11月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

富澤　皓一さん	 （86歳・正面）

久保田儀八郎さん	（82歳・大割野）

村山　正友さん	 （76歳・朴ノ木坂）

金子　重久さん	 （98歳・相吉）

風巻　俊道さん	 （76歳・大割野）

根津　文子さん	 （89歳・大割野）

滝澤　テエさん	 （101歳・赤沢）

瀧澤　勝子さん	 （81歳・結東）

桑原　榮三さん	 （93歳・貝坂）

村山　フジさん	 （99歳・恵福園ほくぶ）

私
が
さ
ま
ざ
ま
な

 

こ
と
を
お
伝
え
し
て

　
　
　

い
き
ま
す
！

　つい「冬がはじまるよ♪」と口ずさむ今日この頃。町制施行70周年記念
式典をはじめ一連の70周年記念イベントに、大勢の町民の皆さまからご
参加いただきありがとうございました。津南町は、平成の合併を選択しま
せんでしたが、合併した多くの自治体では20周年を迎えました。日本の地
方全体を見ますと、東京過密があるので、結果として合併したところも、し
なかったところも踏ん張り時には変わりはないと私は思っております。そ
のようななか、国では新政権となり方針が打ち出されています。「強く豊か
に」と言っており、地方創生、食料安全保障、防災などどれも変わらず力点
が置かれる施策とお見受けしています。国、地方が一体となって、今の生活
や将来が良くなっていくように、私としても対応や後押しをしていきます
のでご安心ください。
　町では、早め早めに次年度予算編成をスタートしましたが、大きな課題と
いうのは毎年コロコロと変わるものではありませんので、今の課題をやりと
げるべく次年度も向かっていきたいと思います。これまで皆さまに広報や
説明会を重ねてきましたグリーンピア施設の譲渡の件や、小学校1校化に向
けて未来志向で各種準備をします。ひまわり保育園の新棟は、設計を進めて
おり、今年度末には立体模型図ができますので、役場庁舎などで皆さまにご
覧いただけるようにしたいと思います。農地
の基盤整備に向けては試掘調査が始まる予
定です。何より、米農家が今年は良かったと
笑ってくださいますと、安心して行政運営が
できますので、お米の値段が高く安定するよ
うに慎重に議論が進むよう願っています。ま
とまりませんが、年末に向けやれるところま
で仕事を進めるべく、働いてまいります！

〜〜２２
つつ

７７
なな

００
んん

ちゃんねる〜ちゃんねる〜

町長町長のの部屋部屋

津南町長　桑原　悠

広田　真
ま

侑
ゆ

（大割野）	 健汰さん
	 有人香さん

正面で美味しい土鍋ごはんを
いただきました！

広報無線を 「聞き直し」できる
ようになりました！

直前に配信された無線音声が、電話で
聞き直しできるようになりました。

■お問い合わせ　総務課総務班　℡765-3112

■ 聞き直し電話番号

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。ご了承ください。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく時間を空けてご利用ください。

本間　瞬さん（正面）
津端しおりさん（正面） ｝

戸 籍 の 窓


